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夕
高
松
隆
三
氏
が
無
投
票
当
選

一

任
期
満
了
に
伴
う
市
浦

村
長
選
挙

は
、
四
月
二
十

日
告
示
さ
れ
、
現
職
で
三

期
目
を
目
指
す
高
松
隆
三

氏

（六
十
六
歳
）
以
外
に

届
出
が
な
く
、
無
投
票
で

三
期
目
の
当
選
を
果
た
し

市
浦
村
長
選
挙
で
の
無

投
票
当
選
は
初
と
な
り
、

高
松
村
政
の
三
期
目
が
五

月
十

八
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

3期 目の 高 松 隆 三 村長

解
動
膠

あ
ふ
れ
る
ｆ
浦
村

村
が
平
成
十
年
度
、
相
内
地
区
に
建
設
を
進
め
て

い
た
統
合
保

育
園

「
ア
ト
ム
保
育
園
」
と
村
営
火
葬
場

「
市
浦
村
露
草
斎
苑
」

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
平
成
六
年
度

か
ら
完
成
し
た
各
種

工
事
と

併

せ
、
四
月
十
日

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
公
共
事
業
総
合

落
成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
‐

「
地
域
を
管
理
す
る
役
場
か
ら
地
域

ラ
ス
思
考
で
歩
ム
続
け
一上
ｉ
′．　
今

年
度
は
東
北
て
初
め
て
の
海
水
治
療

り
、
二
十

一
泄
紀
に
揺
る
ぎ
の
な

い

を
し
て
い
く
」
と
式
辞
．
上
藤
助
役

工
事
経
過
報
告
を
行

い
、
用
地
提
供

者
、
工
事
関
係
者

へ
感
謝
状
が
贈

』

式
典
で
は
、
占
森
県
知
事
（代
理
一

津
島
雄
二
、
本
村
太
郎
衆
議
院
議
員
、

山
崎
力
参
議
院
議
員
、
友
好
町
村
で

あ
る
北
海
道
　
Ｌ
ノ
国
町
、
福
原
町

長
よ
―，
式
辞
が
あ
――
、
施
設
の
完
成
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ロツ|ホ~日な雰囲気で…
「
ア
ト
ム
保
育
園
」
は
、
総
工
事
費

三
億
六
千
三
百
七
十
万
円
で
相
内
地
区

に
建
設
、
延
べ
床
面
積
千
四
十
七
平
方

メ
ー
ト
ル
の
本
造
平
屋
建
て
、
全
国
的

に
も
珍
し

い
園
児
が
昼
寝
す
る
た
め
の

ま
た
、
相
内
地
区
以
外
の
園
児
は
村

が
委
託
し
た
専
用
バ
ス
で
送
迎
さ
れ
て

保
育
回
の
名
称
は
団
児
が
家
庭
の
ぬ

く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
す
こ
や
か
に
成

長
し
て
も
ら
い
た

い
こ
と
か
ら

「
ア
ト

ム
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

保
育
国
内
に
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
も
併
設
さ
れ
、
子
育
て
に
関
す
る

情
報
提
供
や
相
談
業
務
な
ど
も
行
う
こ

「露
草
斎
苑
」
は
総
工
事
費

一
憶

建
設
、
延
べ
床
面
積
約
三
百
五
十
平

車
二
十
五
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
な

ど
を
備
え
、
こ
れ
ま
で
の
火
葬
場
の

付
内
の
火
葬
場
は
こ
れ
ま
で
、
相

内
、
脇
元
、
十
三
の
三
施
設
が
あ
り

ま
し
た
が

「露
草
斎
苑
」
の
完
成
に

伴

い
役
目
を
終
え
ま
し
た
ぃ

露草斎苑は厚生年金 。国民年金積立金還元融資で建設された施設です

417-
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無事故無違反300日と100万円をめざし

セー7ティー3θθ事業カメタール

四
月
二
十
日
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
村
民
三
百
五
十
名

が
参
加
し
、
交
通
事
故
抑
止
村
民
総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

〈
フ
年

四
月
か
ら

「市
浦
村
交
通
安
全
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
た
こ
と
に

伴

い
、
村
で
は
そ
の
趣
旨
を
村
民
に
広
く
普
及
し
、
村
内
の
交
通
事
故
を
抑

止
す
る
た
め
セ
ー
フ
テ
ィ
１
３００
事
業
を
ス
タ
ー
ト
、
三
百
日
間
無
事
故
無
違

反
に
、
友
達
同
士
や
職
場
の
仲
間
、
町
内
会
な
ど
で
編
成
さ
れ
た
、
五
十
チ

ー
ム
、
五
百
三
十
名
が
挑
み
、
百
万
円
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

セ
‐
フ
テ
ィ
‐

３００
事
業

①
市

浦
村
民
で
あ
り
日
常
、
自
動
車

（
二
輪
車
言
む
）
を
運
転
す
る
方
が

②
平

成
十

一
年
五
月

一
日
か
ら
平
成

③
三
百
日
間

「無
事
故
　
無
違
反
」

一
日
ま

で
役
場
に
申
請
が
必
要
。

-417
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五
月

一
日
か
ら
歴
史
民
俗
資
料
館

に
お

い
て
、
「
よ
み
が
え
る
中
世
港
湾

都
市
十
三
湊
特
別
展

（出
土
品
　
古

文
書
は
語
る
と
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

こ
れ
は
、
最
近
の
発
掘

・
研
究
成

果
か
ら
見
た
十
三
湊
遺
跡
の
実
態
と

北
方
世
界
と
の
交
易

・
流
通
拠
点
の

窓
口
と
し
て
役
割
を
果
た
し
た
中
世

日
本
有
数
の
港
町
、
十
三
湊
を
支
配

し
た
安
藤
氏
の
軌
跡
を
紹
介
す
る
こ

と
で
、
日
本
中
世
社
会
で
の

「
北
の

文
化
」
の
位
置
づ
け
を
考
え
よ
う
と

開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。

こ
の
日
は
、
開
館
初
日
と

い
う
こ

と
も
あ
り
、
佐
藤
正
昭
県
教
育
長
、

高
松
隆
三
村
長
な
ど
約
四
十
人
が
出

が
行
わ
れ
、
主
催
者
を
代
表
し
て
木

村
義
光
教
育
長
が

「
歴
史
の
重
み
を

感
じ
さ
せ
る
数

々
の
資
料
が
展
示
し

て
お
り
、
先
人
た
ち
の
心
に
ふ
れ
て

い
た
だ
き
た

い
」
と
あ

い
さ

っ
。

っ

づ

い
て
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
な
ど
が
行
わ

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
に
は
、
榊
原

滋
高
学
芸
員
に
よ
る
管
内
展
示
品
の

説
明
が
行
わ
れ
、
県
教
育
委
員
会
文

化
課
の
職
員
や
村
内
各
小
学
校
長
な

ど
も
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
熱
心
に
耳

館
内
は

王
に
四
つ
の
プ
ー
ス
に
分

は
発
掘
調
査

の
出
土
品
の
紹
介
、
第

三
展
示
室
は

「古
文
書
　
石
像
物
は

語
る
」
と
題
し
て

「大
乗
院
文
書
」

「
羽
賀
寺
縁
起
」

「大

般

若

経
」

「奥
州
十
三
之
図
」
な
ど
が
複
製
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
第
四
展
示

室
は
、
発
掘
調
査

の
様
子
を
ビ
デ
オ

で
紹
介
し
て
い
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

が
テ
ー

マ
を
も

っ
た
構
成
と
な

っ
て

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
に

は
、
県
内
外
か
ら
約
千
三
百
人
の
来

館
者
が
あ

っ
た
よ
う
に
関
心
の
高
さ

を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
を
機
会
に
村

民
の
皆
さ
ん
も
安
藤
氏

の
足
跡
に
想

い
を
は
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ

な
お
、
特
別
展
の
会
期
は
、
十
二

月
二
十
三
日
囚
ま
で
と
な

っ
て
い
ま

▼
お
問

い
合
わ
せ

歴
史
民
俗
資
料
館

●
さ

一―

一
モ

七
五

レ
榊
原
学
芸
員
の
説
明
に
耳
を
傾

け
る
出
席
者

（右
か
ら
二
人
目

が
佐
藤
正
昭
県
教
育
長
）

レ
元
代
の
交
易
船
模
型

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

】市
浦
牛
の放
牧
始
ま
る

四
月
二
十
七
日
、
村
の
牧
場
に
市

浦
牛

（黒
毛
和
種
）
が
放
牧
さ
れ
ま

村
に
は
現
在
二
十
四
戸
の
飼
養
農

絆
　
　
家
が
あ
り
、
こ
の
日
も
早
期
か
ら
牧

輸　　鵡け特けⅧは続け韓はな́
ノ放紳

腰

　

　

や
予
防
接
種
の
あ
と
、
広

い
牧
場
に

放

　

　

出
さ
れ
、
元
気
に
走
り
ま
わ

っ
た
り
、

▲
　

　

の
ん
び
り
と
牧
草
を
食
べ
て
い
ま
し

「
藝
Ｊ
易
ヨ

脇
元
地
区
に
こ
の
た
び
、
交
通
安

　
　
　
交
通

マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
安
全

全
標
語
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
標
語
は
こ
れ
ま
で
設
置
さ
れ

て
い
た
標
語
板
が
老
朽
化
し
た
こ
と

に
よ
り
、
村
安
全
協
会

⌒白
川
孝
治

会
長
）
が
脇
元
小
学
校
に
標
語
を
募

集
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
三
点
を
選

び
、
今
回
新
た
に
設
置
し
た
も

の
で

白
川
会
長
は

「地
域
の
交
通
事
故

防
止
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
、

と
設
置
し
た
。　
一
度
足
を
止
め
て
ご

覧
に
な

っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
」
と
宣

伝
。
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今年度の新入学生

ス
ク
ラ
ブ

（高
橋
哲
弘
会
長
）

11人

2人

8人

4人

27人

13人

相 内 小 学 校

大 田 小 学 校

脇 元 小 学 校

十 三 小 学 校

市 浦 中 学 校

金木高相内分校

われ、あいにくの天気てしたが、新入生

＞

「今
日
か
ら
新
し

い
学
校
生
活
　
　
　
＞
学
生
服
姿
が
り
り
し
い
　
　
　
　
　
　
＞
金
木
高
相
内
分
校
は
十
三
人
が

が
始
ま
り
ま
す
」

（脇
元
小
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（市
浦
中
）
　

　

　

　

入
学

く
少
し
緊
張
ぎ
み

　

（十
三
小
）
　

　

　

く
太
田
小
学
校
は
二
人
の
新
入
生
　
　
　
　
入
園
式
を
行

い
ま
す
」

フトム保胃日入園式(4ノ 5)

村内小1申学校入学式(4'')

金未柏内分稜入事式(4′ 6,

カメラ・ルポ
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総
合
健
診

『
一
日
ド
ッ
ク
』
で

村
民
８５０
人
が
受
診

四
月
十
二
日
ヽ
十
六
日
の
五
日
間
、　
　
診
が
、　
一
日
で
終
わ
り
大
変
助
か
る
、

総
合
健
診

・
一
日
ド

ッ
ク
が
海
洋
セ
　

　

自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
毎
年

ン
タ
ー
体
育
館
で
行
わ
れ
八
五
〇
人
　

　

受
診
し
た

い
」
と
好
評
で
す
。

が
胃
、
大
腸
、
肺
な
ど
の
各
種
が
ん
　
　
　

最
終
日
に
は
七
十
歳
以
上
の
方
々

検
診
を
受
診
、　
一
年

一
回
の
健
康
チ
　

　

ユτ
対
象
と
し
た
寿
健
診
が
行
わ
れ
、

ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
受
診
を
終
え
た
方
々
に
市
浦
村
食
生

一
日
ド

ッ
ク
は
、
平
成
五
年
度
か
　

　

活
改
善
推
進
員
会

（奈
良
し
づ
江
会

ら
実
施
さ
れ
今
年
で
七
年
目
と
な
り
、　
　
長
）に
よ
る
朝
食
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、

村
民
の
方
々
に
も
今
で
は
す

っ
か
り

　

　

受
診
者
か
ら

「
お
い
し

い
」
と
喜
ば

定
着
し
て
お
り

「す
べ
て
の
が
ん
検

　

　

れ
て
い
ま
し
た
。

く
朝
食
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

＞
寿
健
診
で
は
朝
食
サ
ー
ビ
ス

『山
火
事
防
止
に
こ
協
力
を
！
』

春
は
、
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、　
　
　
の
注
意
が
肝
心
と
思
わ
れ
ま
す
．

地
面
に
は
、
火
の
付
き
や
す

い
枯
れ
　
　
　
昨
年
四
月
に
八
戸
市
で
発
生
し
た

草
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
春
　

　

林
野
火
災
は
、
強
風
、
乾
燥
下
で
お

の
山
菜
採
り
、
行
楽

の
シ
ー
ズ

ン
は
、　
　
き
、
原
野
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
焼
き

山
火
事
の
シ
ー
ズ

ン
と
も
言
わ
れ
る
　

　

ま
し
た
。
そ
れ
以
上
に
住
民
を
驚
か

ほ
ど
、
林
野
火
災
の
発
生
時
期
は
、　
　
　
せ
た
の
は
、
住
宅
被
害
の
大
き
か

っ

三
月
下
旬
か
ら
、
五
月
に
集
中
し
、　
　
　
た
こ
と
で
、
全
半
焼
し
た
住
家
、
非

林
野
火
災
の
約
七
割
が
こ
の
時
期
に
　

　

住
家
は
、
合
わ
せ
て
十
五
棟
に
も
上

発
生
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

っ
た
。
お
よ
そ
四
十
台
の
車
両
と

林
野
火
災
の
発
生
原
因
は
、
自
然

　

　

一二
百
人
の
署
員
、
団
員
を
投
入
し
た

発
火
、
た
き
火
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨

　
　

消
防
力
を
も

っ
て
も
、
「
消
火
が
追

い

て
、
火
入
れ
、
な
ど
と
な

っ
て
お
り
、
　
　
つ
か
な
い
」
と

い
う
結
果
を
招

い
た
ぃ

自
然
発
火
以
外
、
原
因
の
大
半
を
入
　

　

林
野
火
災
は
、
い
っ
た
ん
燃
え
広
が

為
的
な
行
為
が
占
め
て
い
ま
す
。　
　
　
　
る
と
、
気
象
条
件
次
第
で
大
き
な
災

過
去
六
年
間
の
県
内
林
野
火
災
発
　
　

害
に
な
り
兼
ね
ま
せ
ん
。

生
原
因
別
件
数
は
、
次
の
よ
う
に
な
　
　
　
そ
こ
で
、
次
の
事
を
守
り
市
浦
村

つ
て
い
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
林
野
火
災
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
．

た
き
火
　
　
・
五
六
件
　
　
　
　
　
　
①
空
気
が
乾
燥
し
、
強
風
の
と
き
は
、

・
た
ば
こ
　

　

・圭
一人
件
　
　
　
　
　
　
　
た
き
火
、
火
入
れ
は
行
わ
な

い
。

火
入
れ
　
　
　
一
一
一
件
　
　
　
　
　
　
②
屋
外
で
の
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
、

火
遊
び
　
　
　
・
二
一件
　
　
　
　
　
　
　
し
な

い
。

そ
の
他
　
　
・‥
一
八
件
　
　
　
　
　
　
③
た
き
火
、
火
入
れ
の
際
は
、
消
火

不
　
明
　
　
　
五
八
件
　
　
　
　
　
　
　
用
の
水
、
砂
等
を
用
意
し
、
監
視

山
火
事
を
防
止
す
る
に
は
、
人
の
　
　
　
を
怠
ら
な

い
よ
う
に
す
る
。

使
用
、
始
末
に
た
い
す
る
村
民
各
位

目
胤
度
写
日

ギ
■
一一■
犠
犠

火
事

ι
救
急

●
救

勁
は
■
■

一九

418-
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観光路線バス

「やまなみバスJが運行されます
観光路線・生活路線として一層の期待

昨年度試験運行された、観光路線バス「やまなみバス」が、今fF度 も6月 1日 から8月 31日 まで

の 3か 月間、十二湖～蟹田町間で lH3往復運行されます

通常期 ●6月 1日 から 7月 19日 まで

●8月 21日 から8月 31日 まで

‐ 日 山 ロヨ題岬
|,8:00→ 8:55→ 9:00→

フェリー 蟹 田 発  脇野沢着

315:00→ 15

フェリー 脇野沢発  蟹 田 着

(普 通)

(普 通)

(快 速海峡 8号 )

フェリー 脇野沢発  蟹 田 着

着
２９
着

２８
着

‐３

蟹

１
蟹

１
蟹

１

鵜瑚鵬鶴緩Ｗ

青
‐５
三
１５
西
‐４

発

０
田
っ

蟹

９
脇野沢着

(特 急はつかり12号 )

(普 通)

(快速海峡 3号 )

恭
蜘
抑
』
向

発
０
４
発

‐

田
２
２
田
巧

蟹
９
９
蟹
９

(311:30-12:25→ 12:30→

(快速海峡 4号 )

(特 急はつかり5号 )

着
５
着
７

森

‥
館

‥

青
１
函
１

発
８
発
７

蟹

１
蟹

１

(快 速海峡 5号 )

(特 急はつかり16号 )

着
０
着
３

蟹

１
蟹

１

発
３
発
３

森

‥
館

‥

青
１
函
１

(快速海峡 8号 )

(普 通)

(快 速海峡 9号 )

着
１
４
着
３

森

‥
‥
館

‥

青
１
１
函
１

発
４
９
発
８

蟹

１

１

蟹

１

Y」 Rを ご利用 される方 は、予め時刻表 を確認 して くだ さい。
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一

行

　

行

車

一

Ｆ
‘′貯
―
ぱ
Ｆ
Ｌ

任
員

一貝

期

　

　

　

　

経
　
　
　
定

平成H年 6月 1日 ～ 8月 31日 (3ケ 月間 )

○通常期  6月 1日 ～ 7月 19日 まで

8月 21日 ～8月 31日 まで

0繁忙期  7月 20日 ～8月 20日 まで

市浦村十三湖 (十 三公民館前)～蟹田町 (ト ップマス ト)

1日 3往復、全区間フリー乗降

全区間一律 大 人 :500円  子 ども :250円

乗客25人 乗 り

※乗車定員以上で御利用の際は弘南バス (80172… 32-2241)

までご連絡 ください。

フエリー(かもしか)運賃表

◆旅客運賃料金     蟹田～脇野沢間60分

●お問い合わせ先

下北汽鰤榊 青森本社営業所 80177-22-4545

蟹 田町営 業所 80174-22-3020

脇 野 沢営 業所 80175-44-3371

脇野沢にレンタカーがオープン
4月 から脇野沢港にレンタカー営業所がオー

プンしました。

●レンタカー利用料金

5,000円 ヽH,500円 (12時 間)

※青森県内営業所乗 り捨て無料

●レンタカーの予約 。お問い合わせ先

備 トヨタレンタリース青森

下北脇野沢営業所 80175-31-5 1CXl

第 3回 十三湖「湖上ウォークJが開催されます

昨年開催 された十三湖「湖上ウォーク」が今

年も開催されます。

中世 十三湊の歴史を感 じながら、十三湖を

歩いてみませんか。

開  催  日 :平成H年 7月 20日 (力 海の日

開 催 場 所 :十 三湖

コ ー  ス :鰊崎ヽ中の島 (約 4キ ロ
)

※コースの水深は深いところ

で120セ ンチ前後になります。

申し込み方法 :所定の申込用紙を使用 して申し

込んでください。

申込用紙は役場企画財政課に備

え付けています。

申し込み〆切 :平成H年 6月 30日 まで

なお、自己都合によリキャンセ

ルした場合、参加費は返却でき

ませんのでご了承 ください。

募 集 人 員 :300人

参 加 対 象 :小学 5年生以上

参  加  費 :1人 2,000円

お問い合わせ先 :十 三湖「i胡 上ウォーク」
実行委員会

事務局 (役 場・企画財政課内)

電 話 番 号 :62-21‖

(第 2回十三湖湖上ウォークより)
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Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
験
学
習

国
内
体
験
海
洋
セ
ミ
ナ
ー

体

験

記

ブ

ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド

・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団
（
Ｂ
＆
Ｇ
）
で
は
、
小

・
中

学
生
を
対
象
に
規
則
正
し

い
生
活
を
通
じ
て
、
「
海
」
。
「
船
」
。
「海
洋
環
境
」

に
対
す
る
理
解
と
知
識
を
習
得
さ
せ
、
相
互
交
流
に
よ
る
豊
か
な
人
間
形
成

日
程
で
行
わ
れ
、
市
浦
村
か
ら
は
、
村
元
繭
美
さ
ん
（磯
松
）
、
相
坂
幸
世
さ

ん
（十
三
）
、
宮
坂
恵
介
く
ん
（磯
松
）
の
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

三
月
二
十
八
日
、
私
達
は
羽
田
か

ら
那
覇
ま
で
飛
行
機
で
移
動
し
ま
し

た
。
飛
行
機
で
は
、
隣
が
男
子
だ

っ

た
の
で
友
達
に
な
れ
ず
、
と
て
も
残

那
覇
空
港
に
着

い
て
か
い
は
、
す

ぐ
現
地
活
動

で

『
ひ
め
ゆ
り

の
塔
」

へ
移
動
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
の
時
の
話
を
、
当
時

ケ
ガ
人
を
看
病
し
て
い
た
人
が
、
な

ま
な
ま
し
く
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
時
の

資
料
や
、
ケ
ガ
人
を
看
病
し
て
い
た

そ
れ
か
ら
、
ホ
テ
ル
に
移
動
し
ま

し
た
。
ホ
テ
ル
で
は
同
じ
部
屋
の
人

安
心
し
ま
し
た
。

二
十
九
日

（二
日
目
）
の
現
地
活

動
は
、
「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
プ

ロ
グ

ラ
ム
』
で
し
た
。
比
地
の
大
滝
を
見

に
、
山
を
登
り
ま
し
た
。
長

い
階
段

を
上
が

っ
た
り
、
下
り
た
り
と
て
も

大
変
で
し
た
。
で
も
、
比
地
の
大
滝

は
す
ば
ら
し
か

っ
た
で
す
。
山
の
帰

り
に
と
て
も
珍
し

い
も

の
な
ど
も
見

れ
ま
し
た
。
上
る
と
き
も
帰
る
と
き

も
無
理
や
り
川
に
入
れ
ら
れ
た
け
ど
、

最
後
に
ま
た
友
達
が
増
え
て
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
こ
の
後
、
海
洋
博
記
念

公
園
に
行

っ
て
、
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
や

三
十
日

（三
日
目
）
の
現
地
活
動

は

「
ブ
ル
ー
シ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
』
で
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
中

心
で
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
半
潜
水
挺
に
乗

り
ま
し
た
。
半
潜
水
艇
に
乗

っ
て
サ

ン
ゴ
を
見
る
は
ず
で
し
た
が
、
で
も
、

気
持
ち
悪
く
な

っ
て
サ
ン
ゴ
は
あ
ま

り
見
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
他
、

「
も
う
君
達
は
、
三
度
と

こ
の
船
に

は
乗
れ
な

い
よ
。
」
と
言
わ
れ
て
い
た

船
や
、
カ
ヌ
ー
や
サ
バ
ニ
ー
に
乗
り

ま
し
た
。
サ
バ
ニ
ー
は
と
て
も
不
安

定
で
し
た
。
で
も
、
サ
バ
ニ
ー
に
乗

っ
て
い
る
と
き
、
青

い
魚
を
た
く
さ

ん
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
弁
当
を
食
べ
て
、
午
後

は
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
に
乗
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
無
理
や
り
前
に
乗
せ
ら
れ

そ
し
て
、
最
後
に
サ
バ
ニ
ー
の
競
走

ど
、
私
達
の
組
が
優
勝
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
ホ
テ
ル
に
帰
り
、
夕
食

を
食
べ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
最
後
の

夜
な
の
で
、
伊
丹
組
と
羽
田
組

一
緒

に
オ
ー
シ
ャ
ン
ホ
ー
ル
で
食
べ
ま
し

た
。

い
ろ
ん
な
班
の
人
が
入
り
乱
れ

て
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
夜
は
、

消
灯
時
間
を
守
ら
ず
、
同
じ
部
屋
の

人
と
ず

っ
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
し
た
。

途
中
リ
ー
ダ
ー
に
も
怒
ら
れ
た
け
ど
、

と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。

三
十

一
日

（四
日
目
）
は
、
い
よ

い
よ
最
終
日
で
す
。
現
地
活
動
は

「王
泉
洞
王
国
村
」
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
鍾
乳
洞
を
見
ま
し
た
。

暗
く
て
、
生
ぬ
る
い
風
が
吹

い
て
い

て
、
と
て
も
道
が
長
か

っ
た
で
す
。

途
中
に
戸
が
あ

っ
た
の
で
、
こ
っ
そ

り
の
ぞ
い
て
み
た
ら
、
す
ぐ
階
段
に

な

っ
て
い
て
、
階
段
に
は

い
く

つ
も

の
つ
ぼ
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

鐘
乳
洞
を
出
た
あ
と
、
沖
縄
の
踊

り
も
チ
ラ
ッ
と
で
す
が
見
る
こ
と
が

む
か
い
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
で
同
じ
部

屋
の
人
が
隣
の
席
だ

っ
た
の
で
、
ず

っ
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
羽
田
空
港
に
着

い
て
、
解
散
に

な
り
ま
し
た
。
少
し
さ
み
し
か

っ
た

け
ど
、
文
通
の
約
束
も
し
た
し
、
青

森
の
人
も
結
構

い
た
の
で
、
ま
た
会

え
る
と
思
う
と
す
ご
く
楽
し
み
で
す
。

今
度
機
会
が
あ

っ
た
ら
。
ま
た
沖
縄

へ
行
き
た

い
で
す
。

一撃燎電曜崚業」．」一

・
　

　

　

相

坂

幸

世

て
、
私
は
沖
縄
で
た
く
さ
ん
の
体
験

出
発
前
、
私
に
は
不
安
な
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
班

長
に
な

っ
た
こ
と
で
す
。
中
学
生
は

私

一
人
だ
け
だ

っ
た
の
で
、
他
の
み

ん
な
を
ま
と
め
ら
れ
る
か
と
て
も
心

配
で
し
た
。

私
が
特
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
の

―
卜
、
ま
た
、
船
に
乗

っ
て
サ
ン
ゴ

礁
を
見
た
り
、
楽
し
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に

「
サ

バ
ニ
」
と

い
う
沖
縄
の
漁
師
が
漁
を

す
る
と
き
に
使

っ
て
い
た
船
に
も
乗

り
ま
し
た
。
オ
ー
ル
を
持

っ
て
十
二

人
位
で
こ
ぐ
け
れ
ど
結
構
厳
し
い
も

海
だ
け
で
は
な
く
、
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
プ

ロ
グ
ラ
ム

「山
登
り
」
も
し

だ
な
と
は
思

っ
て
い
ま
し
た
。
が
、

そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
甘
か

っ
た
の
で

し
た
。
上
る
と
き
は
な
ん
と
、
道
で

は
な
く
川
の
中
に
入

っ
て
登

っ
て
行

く
の
で
す
。

い
く
ら
沖
縄
で
も
、
川

の
水
は
冷
た
い
し
、
滑
る
し
、

ヘ
ビ

▲友達と記念撮影 左が村元繭美さん
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が
い
た
の
で
と
て
も

い
や
で
し
た
。

沖
縄
で

一
番
美
し

い
と

い
う
う
わ
さ

の
滝
が
見
た
か

っ
た
の
で
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
、
自
然
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
あ
ま
り
な

い
私
に

と

い
う
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が

て
も
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
誕
生
日
を
祝

っ
て
も
ら

っ

た
こ
と
で
す
。
私

の
誕
生
日
は
本
当

は
二
十
九
日
な
の
で
す
が
、
ほ
か
に

も
誕
生
日
の
人
が

い
た
の
で
、
そ
の

人
た
ち
と

一
緒
に
、
み
ん
な
に
祝

っ

て
も
ら

っ
て
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。

心
に
残
る
思

い
出
が
ま
た

一
つ
増
え

他
の
県
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め

る
の
も
セ
ミ
ナ
ー
の
目
的
だ
と
思

い

ま
す
。
だ
か
ら
、
何
よ
り
も
忘
れ
ら

れ
な

い
の
は
友
達
で
す
。
初
対
面
の

と
き
は
、
恥
ず
か
し
く
て
な
か
な
か

ま
し
た
。
特
に
部
屋
に
い
る
と
き
は

み
ん
な
パ
ラ
バ
ラ
に
行
動
し
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
お
互
い
に
少
し
ず

つ

話
を
し
て
い
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
友
達

の
輪
が
広
が
り
、
お
し
ゃ
べ
り
に
夢

中
に
な

っ
て

「
は
や
く
寝
な
さ

い
」

と
し
ば
し
ば
注
意
さ
れ
る
ほ
ど
で
し

最
後
の
夜
は
特
に
、
友
達
と
別
れ

別
れ
に
な
り
た
く
な

い
と

い
う
気
持

ち
が
強
く
て
、
同
じ
布
団
で
寝
て
し

今

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
少
し
離
れ

て
み
れ
ば
、
世
界
は
広
が
る
ん
だ
な

と
い
う
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
羽
田
空
港
で
み
ん
な

解
散
で
す
。
最
後
の
最
後
ま
で
別
れ

帰

っ
て
来
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
青
森
ヽ

東
京
を
案
内
し
て
く
れ
た
葛
西
さ
ん
、

班
員
の
み
ん
な
、
何
よ
り
も

「
セ
ミ

ナ
ー
に
行

っ
て
み
れ
ば
？
」
と
応
募

し
て
く
れ
た
お
母
さ
ん
。
あ
り
が
と

鶴
翼
繁
に

三
月
末
の
こ
と
、
前
々
か
ら
い
っ

て
見
た

い
と
思

っ
て
い
た
沖
縄
に
行

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
応
募
者
の
中
か
ら
選

ば
れ
と
て
も
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま

青
森
空
港
か
ら
羽
田
空
港
ま
で
飛

行
機
に
乗

っ
て
る
間
、
沖
縄
に
は
ど

ん
な
も
の
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
か
、

考
え
て
、
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

し
か
し
、
友
達
が
で
き
る
だ
ろ
う
か

と

い
う
不
安
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。

羽
田
空
港
に
着
く
と
、
す
ぐ
に
モ

そ
の
日
は
、
東
京
の
竹
下
通
り
な

森
で
は
見
た
こ
と
も
な

い
も
の
が
た

も
食
べ
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
．

そ
の
夜
は
、
楽
し

い
沖
縄
研
修
が

思

い
浮
か
び
、
次
の
日
が
待
ち
遠
し

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
日
、
羽
田
空
港
ま
で
行
き
ま
し

た
。
羽
田
空
港
に
は
す
で
に
セ
ミ
ナ

ー
の
参
加
者
が
た
く
さ
ん
集

っ
て
い

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
と
、
さ

っ
そ

く
那
覇
空
港
行
き
の
飛
行
機
に
乗
り

ヨ
ッ
ト
、
半
潜
水
艇
な
ど
や
り
ま
し

た
。
僕
は
そ
の
中
で
も
、
バ
ナ
ナ
ボ

ー
ト
が

一
番

の
お
も
し
ろ
か

っ
た
で

119-
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『

調 回|
し
て
、
次
世
代

へ
向
け
、
新
し

い
文
化
や
水
環
境
の
創
造
を
考
え
る

「東
北
水
環
境
交

流
会
」
（水
環
境
ネ

ッ
ト
東
北
／
岩
木
川
と
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
会
／
市
浦
村
共
催
）

こ
の
交
流
会
は
、
こ
れ
ま
で
平
成

六
年
の
宮
城
県
白
石
町
で
行
な
わ
れ

た
第

一
回
交
流
会
か
ら
岩
手
県
水
沢

山
形
県
長
井
市
と
東
北
五
県
を
会
場

と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
東

大
会
は
、
当
村
の

「
中
の
島
プ
リ

ッ

ジ
パ
ー
ク
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る

交
流
会
で
は

「白
神
山
地
、
岩
木

川
、
日
本
海
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
、

野
外
で
の
催
し
物
が
中

心
と
な

っ
て

特
に
水
や
川
、
湖
を
テ
ー

マ
に
し

た
十
五
の
分
科
会

（ち

ょ
ち
ょ
じ
の

集

い
）
の
う
ち
三

つ
の
分
科
会
で
は

こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
岩
木
川
下
り

（大
人
の
み
）
や
、
十
三
湊
遺
跡
巡
り

な
ど
、
老
若
男
女
が

一
緒
に
な

っ
て

学
び
楽
し
め
る
内
容
と
な

っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
は

い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

饉
ロ
ロ
３

「東
北
水
環
憶
交
流
■

●
■
一

一
イ
ン
十
二
湖
」・に
参
加‐‐
を

◆詳細についてのお問い合わせ先 。参加申し込み

役場建設課 (第 6回東北水環境交流会 in十 三湖事務局)a62 2Hl

その他の事業

0岩 木川流域物産展

O llL五所川原青年会議所35周 年記念事業

岩木川 と十三湖ツアー

7月 9日 0 「岩木川下り」(別途参加費¥3,000-昼食付き)

「歓迎交流会」

7月 10日 ω 「十三湊遺跡巡り」(別途参加費¥1.000-昼食付き)

●中の島プリノジパーク駐車場集合

「津軽凧体験」暢り途参加費¥1、 000-昼 食付き)

●中の島プリノジパーク駐車場集合

「登 録 受 付」
●中の島プリ′ジパーク駐車場集合

「開  会  式」
●中の島プリノジパーク水上ステージ

「ちょちょじの集い(分科会)」

●中の島プリ ノジパーク各所
0少人数での分科会.参 加者全員が主役です。

「懇親交流会」

7月 11日 (日 ) 「十三湖ゴミ拾い」
●中の島プリノジパーク駐車場集合

「全体会議・閉会式」

電話番号変更のおしらせ

62-2410の 電話番号は、生活改善センター (太 田)か ら

善 意に感謝 します
このたび、相坂11衛 さん (卜 三)よ り「社会福

祉に役立ててください」と、香典返し(故 相坂キ
サ さん)の 一部 と して10万 円が寄付 され ま した。

むり・むだ。昇本をなくし

' かしとしヽ生活にうとめましよう

☆ 葬 祭 に つ い て 柿 潮 寸かしこい生活運動推進協議斜

-419



情報をお寄せください

しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数  平成1151現 在

1鸞蒸続 禁鷲鷲
◆ 夜 の水族館見学会 ◆

>実 施日 6月 12日 Ш

6月 19日 田

>受  付 17時 30分から

>時  間 18時 から20時 まで

>内  容 普段見ることのできな
い閉館後の水族館の様子を、飼

育担当者が説明を加えながらご

案内します。照明が消えた水槽
では、昼間と違う魚たちの姿を

見ることができます。
>入 館料

特別入館料 大人 1,050円

※16時 前に入館の場合は通常料
金となります。

等級の

心臓・呼吸器

平衡機能障害

◆館難
族
伴

水
ガ

虫
万

浅
ボ

◆

◆好きなナンバー選べます◆

自動車ナンバープレー トの番号
を自由に選ぶことができるように

)対象車両 登録自動車 (軽 自動
車及び二輪車は除 く)

>希 望できる番号 4桁以下のア

ラビア数字の部分のみが自由に

i聾べます。ただし人気が高いと

考えられる26通 りの番号 (777ほ

か、25通 り)は 、抽選となります。
>申込み方法 所定の申込書 (予

約センター備付)に所要事項を

記入のうえ、予約センターに直
接申込みを行います。申込みは

代理人でもかまいません。
>交 付手数料 普通乗用車ペイン

ト式で4,060円の他に、登録手数
料が必要となります。

)お 問い合わせ

社団法人青森県自家用自動車連
合会 (予 約センター

)

または、青森陸運支局 自動車検
査登録事務所  8o177‐ 39-1503

:肇 曇韓 糧 麟 熱 、こ
特別養護老人ホーム静和国が進

めていた、旧館給排水設備改修
工事 (雑 排水浄化槽設置ほか )

48,090千 円のうち、13,000千円を

年金債立金の還元融資を受けて、
このほど完了しました。

納税証 明書 は車検証 とい っ しょに保管 して下 さい
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『歯
　
口
腔

（
日
の
中
）
は
、
全
身

の
健
康
に
関
わ

っ
て
い
ま
す
　
」
こ

の
よ
う
な
言
葉
を
聞

い
て
、
意
外
に

思
う
方
は

い
ま
せ
ん
か
。

人
間
の
歯

・
口
腔
は
、
全
身
に
と

っ
て
と
て
も
大
切
な
役
割
を
持
ち
、

『歯
」が
持
っ
て
い
る
秘
密

◇
歯

。
口
腔

の
役
割

皆
さ
ん
が
よ
く
知

っ
て
い
る
よ
う

に
、
歯
は
食
べ
物
を
か
み
砕
く
役
割

を
持

っ
て
い
ま
す
。
特
に
奥
歯
の
存

在
は
大
き
な
も

の
で
、　
一
本
失

っ
た

だ
け
で
、
か
む
力
は
半
分
に
な

っ
て

し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
奥
歯
で
な
く

て
も

一
本
抜
け
る
だ
け
で
、
隣
の
歯

か
ら
徐
々
に
倒
れ
て
い
き
、
歯
と
歯

の
間
に
す
き
ま
が
で
き

て
、
歯
並
び

が
悪
く
な

っ
た
り
、
か
み
合
わ
せ
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇

「
か
む
」

こ
と

の
効
果

液
を
多
く
分
泌
さ
せ
る
た
め
、
歯
垢

な

い
食
事
の
量
で
満
腹
感
が
得
ら
れ

る
た
め
、
肥
満
予
防
ヽ
生
活
習
慣
病

脳
の
血
流
を
増
や
す
た
め
老
化
予
防

の
効
果
が
期
待
で
き
、
寝
た
き
り
の

人
や
痴
呆
状
態
の
人
が
食
物
を
か
め

る
よ
う
に
な

っ
た
結
果
、
症
状
が
改

善
し
た
と

い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

◇
味
覚

へ
の
影
響

歯
は
か
む
だ
け
で
は
な
く
、
十
分

に
味
覚
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。
か

ん
だ
時
の
触
感
も
、
食
べ
物
を
お
い

と
も
に
舌
が
大
切
な
役
割
を
持

っ
て

い
ま
す
。
舌

の
味
を
感
じ
る
細
胞

「未
雷
」
の
働
き
が
鈍
く
な
る
と
、
食

べ
物
を
お

い
し
く
感
じ
ら
れ
な
く
な

◇
全
身

へ
の
影
響

回
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
歯

は
、
胃
腸
障
害
だ

っ
た
り
、
『
不
正

咬
合
」
と

い
っ
て
、
か
み
合
わ
せ
が

悪

い
こ
と
か
ら
、
頭
痛
や
肩
こ
り
、

ひ
い
て
は

『
顎
関
節
症
」
と

い
っ
て
、

日
が
開
き
に
く

い

・
顎
を
動
か
し
た

時
に
カ
ク
カ
ク
鳴
る
と

い
っ
た
異
常

体
の
中
で
小
さ
な
存
在
の
歯
は
、

子
供
達
に
は
、
お
や
つ
の
時
間
と

量
を
決
め
、
『食
べ
た
ら
歯
を
磨
く
』

習
慣
を

つ
け
る
こ
と
で
、
家
族
が
虫

歯
か
ら
守

っ
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
成

人
か
ら
中
年
期
の
人
は
、
歯
み
が
き

の
習
慣
を
続
け
、
必
要
時
に
は
早
目

の
治
療
が
有
効
で
す
。
そ
し
て
、
高

が
大
切
で
す
。

今
年
六
月
四
日
０
か
ら
十
日
囚
ま

で
の

一
週
間
は
、
歯
の
衛
生
週
間
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
「自
分
の
歯
』
を

確
認
し
て
み
て
下
さ
い
。

中 義
の 歯

▼
お

誕

生

▼
お
く
や
み

真=博 :琉 `凌 :留 `優 :異
:菫 i

澄1斗 と良ら介I佳か也や乃の助諄

澤山崎良崎田 Ц
幸 智 佳 武 理   結

（相
内
）

一字

（脇
元
）
康
　
彦

（相
内
）
伸

　

一

（脇
元
）
竹
　
範

（十
三
）
勝
　
人

（脇
元
）
雅
　
巳

（相
内
）

仁

婚薫

（青
　
森
）

香

（十
　
一こ

文

（相
　
内
）

映

（神
奈
川
）

洋

（北
海
道
）

子

（脇
　
一匹

ｔ
勝

正

（脇

榮

（十

粕
太
郎

（十

マ
　
ヨ

（相

稔

（相

治
　
巳

（磯

〇
〇
〇
①
⑤

広
報
を
担
当
し
、
四
月
は
、
雪
の

中
の
入
学
式
　
ア
ト
ム
保
育
国
の
入

園
式
と
カ
メ
ラ
を
片
手
に
取
材
、
で

き
あ
が
っ
た
写
真
を
見
て
、
ま
ず
は

自
己
満
足
、
「記
事
は
後
で
ま
と
め

て
書
こ
う
。
」
と
、
決
め
た
の
が
大

間
違
い
　
。
原
稿
用
紙
と
の
に
ら
み

合
い
が
日
々
続
く
の
で
し
た
。

村
民
の
み
な
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
３
じ

８
六
二
―
一
一
一
一
二
内
線

一
九
）

木 谷 保 島 居 藤 藤 本お
詫
び
と
訂
正

広
報
し
う
ら
四
月
号

『お
く

や
み
』
欄
で
、
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
訂
正
し
て
お
わ
び
い

○

相
川
重
美

↑

①

相
川
重
美


